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建設産業委員会会議録 

 

                                                     平成２７年 ２月１８日（水） 

                                                 午後 ４時０５分 開会 

 

○榊原伸行委員長 

 皆さんこんにちは。今日は大変お忙しいところを急に建設産業委員会にお越しいただきあ

りがとうございます。ただいまより建設産業委員会を開催します。 

市民の方からの当委員会への答えは、平成２７年２月１０日付で当委員会への申出の答え

を市民の方に送付させていただきました。その後、２月１６日付の手書きの文が建設産業委

員長宛てに来ております。補充その１と補充その２でございます。１５９ページにわたる訴

追請求状の件と建設産業委員会が協議不足であるということでの補充その２ということでご

ざいます。日付は書いてありませんが案として、市民の方への回答についての案を提示させ

ていただきましたので、これについて確認をしていただきたいと思うと同時に、多分市民の

方は長期に渡り建設産業委員長宛てに来ると思いますので、今後皆さん方に情報提供は必ず

させていただきますが、ある程度の面までは正副委員長にこの回答等についてご一任してい

ただきたいと思います。 

 しばらく休憩します。 

午後 ４時０６分 休憩 

午後 ４時１３分 再開 

○榊原伸行委員長 

 再開します。 

市民の方の再三にわたる依頼の文書についての回答につきましては、正副委員長に一任を

いただけますでしょうか。 

    【「異議なし」との声あり】 

 ありがとうございます。 

それともう１点、昨日中川副委員長とカクサンの竹内さんと中部経済産業局へ行ってきま

したのでその報告を中川副委員長からお願いします。 

○中川健一副委員長 

 竹内さんと中部経済産業局へお邪魔しまして、春扇楼末廣を中心に建物の再生をしながら

まちづくりを進めていきたいというお話をしました。それは勿論いいですよということで、

制度も倉敷の楢村先生がおっしゃっていた制度と同じ制度が使えるということでしたので、

それもきちっと役所の人から説明をいただいて、竹内さんもやり方を納得していただいたの

で、楢村先生達がやっているのと同じ方法でとにかく春扇楼末廣も再生していくと。まず、

第一段階としては、浅井さんとどのように法人に作るのか、その辺りを相談しながら具体的

に末廣邸を再生する会みたいなものを株式会社かＮＰＯ法人か何か作って具体的に話を進め

ていくと、当面調査費というものが３月１６日期限で１５０万円くらい、５０万円は自腹な

んですが出るのがあるのですが、それを取るか取らないかというのを竹内さんが地元の人と

相談をして決めていくということです。実際に本予算として、３千万円とか５千万円補助金

がおりるものについては、これは勿論採択されればですが、それは来年度予算で取りにいく
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という話で経済産業局の人と話はしました。それはそれでスケジュール的にはＯＫですとい

うことです。問題はきちっと末廣邸のビジネスプランがきちっと利益をとりながら継続的に

やっていけるというものをきちっと作って、調査もしていただいてそれが妥当だというある

程度の方向性も出してもらえれば、後は審査会を通して審査を受けて通れば来年度予算でつ

くということです。というようなところまでは、方向性は議論しましたので、後はきちっと

今から竹内さん達が中心になってビジネスプランを作っていくということです。 

○新美保博議員 

 ある意味来年度予算だから、２８年度予算だから時間はあるわけだ。検討する時間と作る

時間はあるわけだから、きっちりしたものを作らないと、いい加減なものを作って走った後

にダメではいけないので、それが大事というのが１つ。それと役所はどこまでこの話に絡ん

でいるのか。２人が行って、例えばカクサンさん達のメンバーがやる気になったとするので

あれば、絶対に外してはいけないのが商工観光課。役所を外したら二進も三進もならないこ

とになるので、補助というものを知らなかったけれど、たまたまメニューがあったから聞い

たら、こういうものがあるのでそれをやりたいので一緒にやろうというものを作り上げない

といけない。 

○中川健一議員 

 勿論、経済産業局の方もきちっと地元の役所と話をしながら進めてくださいということも

当然言われていますので、そこは今から中心の組織を作った後、役所の方にもきちっと話を

してやっていかないといけないと思います。 

○新美保博委員 

 ボタンの掛け違いというか話の後先。後から話を聞いたからとなると非協力的になってし

まう。今ならまだ間に合う。まだとっかかりの時なので、これが型を作っちゃって皆でやろ

うという時に行政なんとかやろうと言っても絶対乗ってこないから、今なら一緒にやろうと

言える。 

○中川副委員長 

 補助金のスキームとしては、関係無いものですから、国から直接出ますので、お金のこと

だけは。まちづくりの観点では当然市役所もやらないといけない。 

○榊原伸行委員長 

 しばらく休憩します。 

午後 ４時１８分 休憩 

午後 ４時２５分 再開 

○榊原伸行委員長 

 今、ＴＭＨの件につきましては、皆さま方に情報提供させていただきましたたが、予算に

関連しましては、予め市民経済部長の方から委員の皆さんに説明させますので、よろしくお

願いいたします。 

 その他で何かありましたら、お願いします。 

     【「なし」との声あり】 

 ないようですので、建設産業委員会を閉会いたします。 

午後 ４時２６分 終了 
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○榊原伸行委員長 

 もう１点、ＴＭＨの話ですが皆さんご存知。２月１２日に１時半から役員会が開かれまし

た。役員の人数は１２名で７名が商工会議所と市役所、５名が商店街の役員の皆さんで７対

５で、今の現状維持派が５、スモールＴＭＨと言いますけれどちょっと縮小して再度立て直

すという派が７人でございました。それで否決で柴田さんの専務理事は辞職ということで、

商店街を含める５人は辞職されました。正式には３月１０日の株主総会が開かれますので、

その席で正式に決まるというところまで聞いております。ただし、平成２７年度の半田市か

らＴＭＨへの補助金６５０万円は予算計上されておりますので、その点はどなたか質問をし

ていただければ、副市長の方から詳細な説明はありますのでどなたか質問をしていただけれ

ばと思います。 

 

 

 


